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表彰状を手にする住田氏

町
役
場
で
２
月
28
日
、
鹿
児
島
県

町
村
監
査
功
労
者
の
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
本
町
監
査
委
員
の
住
田
克

幸
氏
（
63
）
＝
亀
徳
＝
へ
高
岡
町
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

住
田
氏
は
平
成
22
年
か
ら
令
和
４
年

ま
で
11
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

徳
之
島
町
議
会
か
ら
選
任
さ
れ
る
本

町
監
査
委
員
と
し
て
監
査
事
務
に
精

励
。
公
正
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
指
導
を
通
じ
、
町
の
振
興
発
展
と

住
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
、
県

町
村
監
査
委
員
協
議
会
か
ら
顕
著
な

功
績
を
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

住
田
克
幸
氏
へ
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
よ
り
功
労
者
表
彰

町
立
山
小
学
校
で
２
月
12
日
、「
セ
ン

ダ
ン
の
木
お
別
れ
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

同
校
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
は
１
１
０
年
以
上

に
わ
た
り
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
地
元

で
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

数
年
前
か
ら
新
芽
が
芽
吹
か
な
く
り
、
樹

木
医
が
診
察
。
樹
勢
の
回
復
の
見
込
み
が

な
い
と
診
断
を
受
け
、
安
全
面
を
考
慮
し

伐
採
す
る
こ
と
に
。
地
域
で
は
「
セ
ン
ダ

ン
の
木
に
関
す
る
実
行
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
、
お
別
れ
会
当

日
は
安
全
祈
願
の
神
事
や
、
島
内
外
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
児
童
が
朗
読

で
紹
介
。
セ
ン
ダ
ン
の
木
へ
心
か
ら
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

山
小
学
校
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
「
セ
ン
ダ
ン
の
木
」
と
お
別
れ

コロナ渦の中で規模を抑えてお別れ会を実施

令
和
３
年
度
徳
之
島
町
社
会
教
育
功

労
者
表
彰
式
が
２
月
28
日
、
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
次
の
５
名
の
方

が
社
会
教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰
】

○
勇
元 

隆
志
（
68
）
＝
亀
徳
＝

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
役
員
と
し
て

青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ

か
、
町
社
会
教
育
委
員
の
役
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
大
島
地
区
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
】

○
米
良 

洋
子
（
78
）
＝
亀
津
＝

町
地
域
女
性
連
会
長
と
し
て
交
通
安

全
母
の
会
に
よ
る
児
童
生
徒
の
見
守
り

活
動
等
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
町
社

会
教
育
委
員
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
徳
之
島
町
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
】

○
森 

二
三
江
（
79
）
＝
井
之
川
＝

町
地
域
女
性
連
に
お
い
て
、
会
長
を

は
じ
め
と
し
た
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地

域
活
動
へ
も
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

○
亀
澤 

志
保
子
（
74
）
＝
亀
津
＝

町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
役
員
と
し
て
文
化

芸
術
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
民

生
委
員
と
し
て
地
域
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

○
中
島 

由
美
子
（
67
）
＝
亀
津
＝

中
島
書
道
教
室
代
表
、
町
文
化
協
会

会
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
書
道
教

育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

勇元 隆志 氏

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
、
全
国
表
彰
な
ど
５
名
が
受
賞

米良 洋子 氏森 二三江 氏亀澤 志保子 氏中島 由美子 氏
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全員で合唱する亀津中学校の卒業生

３
月
15
日
、
各
地
の
町
立
中
学
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
総
勢
１
０
８
人
が

母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
昨
年
に

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
各
校
が
規

模
を
縮
小
し
て
実
施
。
亀
津
中
学
校
で

は
第
74
回
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
85
人

が
卒
業
。
卒
業
生
代
表
の
繁
田
健
太
郎

さ
ん
は
、
時
折
り
涙
を
見
せ
な
が
ら
も

「
十
年
後
、
胸
を
張
っ
て
亀
津
中
学
校
の

卒
業
生
だ
と
言
え
る
、
そ
ん
な
生
き
方

を
送
る
」
と
宣
言
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。
亀
津
中
以
外
の
卒
業
生
は
、
尾
母

中
４
人
、
井
之
川
中
８
人
、
東
天
城
中

８
人
、山
中
２
人
、手
々
中
１
人
で
し
た
。

中
学
校
卒
業
式
、
目
指
す
未
来
へ
新
た
な
門
出

社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式

野
球
部
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）
総
勢
34

人
が
３
月
１
日
、
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
た

め
徳
之
島
入
り
し
、
翌
日
２
日
に
町
健

康
の
森
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸
野

善
治
副
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
町
か
ら
旬
の
ば
れ
い
し
ょ
や
タ
ン

カ
ン
等
特
産
品
を
贈
呈
。
選
手
代
表
あ

い
さ
つ
で
は
皆
川
普
主
将
が
お
礼
を
述

べ
、「
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
勝
利
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
同
部
の
徳
之
島
町
春
季

キ
ャ
ン
プ
は
３
月
１
日
か
ら
３
月
21
日

ま
で
の
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
、
徳
之
島
合
宿
４
年
目
の
来
島

運動公園野球場での歓迎セレモニー

３
月
６
日
、
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
「
て
ぃ
だ
ま
い
隊
」
の
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
体
験
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業
の
一

環
で
、
て
ぃ
だ
ま
い
隊
の
中
高
生
19
人

が
参
加
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
「
マ

リ
ン
サ
ー
ビ
ス
海
夢
居
」
協
力
の
も

と
、
伊
仙
町
の
面
縄
港
か
ら
ク
ル
ー

ザ
ー
で
出
航
。
徳
之
島
近
海
を
回
遊
す

る
ク
ジ
ラ
を
発
見
す
る
と
、
中
高
生
か

ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
ク
ジ
ラ
が
水
面

で
呼
吸
す
る
様
子
や
、
海
面
を
泳
ぐ
背

中
や
尾
び
れ
な
ど
を
熱
心
に
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
。
ク
ジ
ラ
の
探
し
方
や
生
態
に
つ

い
て
学
び
、
徳
之
島
の
海
の
魅
力
を
満

喫
し
ま
し
た
。

乗船者全員で船の上からクジラを探索 大きなクジラを間近に見て観察

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
し
中
高
生
が
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ午前と午後のグループに分かれて乗船
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化
を
図
る
ほ
か
、
担
い
手
と

な
る
人
材
育
成
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
生
産
者
所
得
の
向
上
や

後
継
者
不
足
の
解
消
を
推
し
進

め
、
町
全
体
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

園
芸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
グ

リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換

に
向
け
た
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

産
地
戦
略
の
策
定
、
各
産
地
に

適
し
た
技
術
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
生
産
力
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
、

有
機
農
業
等
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者

に
対
し
て
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
捕
獲
従
事
者
の
掘
り
起
こ

し
を
図
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
捕
獲
機
材
の
導
入
を
進

め
、
効
率
的
な
有
害
駆
除
・
捕

獲
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
優
良
雌
牛
自
家
導
入
事
業

や
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
の

各
種
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
畜
産
生
産
基
盤
の
強
化
と

畜
産
農
家
の
所
得
向
上
を
図
り

ま
す
。

豊
か
な
農
村
環
境
の
保
全
に

向
け
て
は
、
多
面
的
機
能
交
付

金
事
業
を
活
用
し
た
農
地
水
環

境
保
全
対
策
事
業
を
町
内
10
組

織
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
基
盤
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
を
第
一
母
志
・
第
一
花

徳
・
第
二
下
久
志
・
第
二
尾
母

１
期
・
２
期
・
徳
之
島
北
部
・

第
二
南
亀
・
第
一
尾
母
１
期
・

２
期
の
９
地
区
で
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

水
資
源
の
安
定
供
給
に
つ
き

ま
し
て
は
、
基
幹
水
利
施
設
の

保
全
事
業
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
第
一
花
徳

地
区
・
第
二
神
嶺
地
区
の
２
地

区
で
行
い
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
地
の
有
効
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む

ほ
か
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
し
た
農
地
集
積
及
び
集
約

化
を
図
り
ま
す
。

島
内
生
産
作
物
の
地
産
地
消

に
向
け
て
は
、
島
内
で
生
産
さ

れ
る
農
産
物
等
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
食
育
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
た
食
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
演
会
の
開

催
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
の
振
興

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業

を
継
続
す
る
ほ
か
、
枯
損
木
の

倒
木
に
よ
る
人
的
被
害
や
人
家

の
損
壊
被
害
の
未
然
防
止
を
目

的
に
、
伐
倒
・
除
去
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

水
産
業
の
活
性
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
機
能
保
全
計
画
に
基

づ
く
水
域
施
設
の
浚
渫
工
事
を

実
施
す
る
な
ど
、
漁
業
従
事
者

が
安
心
し
て
取
り
組
め
る
漁
業

令
和
４
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
の
総
額
は
、
歳

入
及
び
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
９
億
８
６
２
５
万
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
３
・
２
％
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
歳
入
歳
出
の
主
な
事
柄

と
し
て
は
、
徳
之
島
町
観
光
拠

点
施
設
整
備
事
業
、
東
天
城
中

学
校
建
設
事
業
、
尾
母
団
地
住

宅
新
築
工
事
等
に
な
り
ま
す
。

農
・
畜
産
業
の
振
興

主
幹
産
業
で
あ
る
農
・
畜
産

業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
基
盤
及
び
生
産
基
盤
の
強

は
じ
め
に

３月定例議会が３月３日から３月９日まで開かれ、高岡秀規町長は令和４年度の
施政方針を述べました。その内容を抜粋して掲載します。

施政方針
令和４年度
徳之島町

人
と
資
源
を
融
合
さ
せ

活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

令
和
４
年
度
事
業
施
策
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令和４年度　徳之島町　施政方針

へ
の
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
ハ
イ
リ
ス
ク
産
婦
へ

の
産
後
ケ
ア
事
業
を
含
め
た
専

門
的
な
支
援
を
行
い
つ
つ
、
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用

し
、
地
域
で
の
支
援
体
制
づ
く

り
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

自
然
環
境
・
生
態
系
の

保
護
・
保
全

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
き
ま
し
て
は
、
外
来
種
の
駆

除
や
盗
掘
盗
採
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
、
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
を

進
め
、
生
物
多
様
性
の
象
徴
で

あ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
野
良
猫
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事

業
、
飼
い
犬
及
び
飼
い
猫
の
不

業
で
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
や
運
動
習
慣
の
定
着
を
図

り
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の

受
診
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

健
康
増
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

自
殺
予
防
に
つ
き
ま
し
て

は
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
『
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
ま
ち
』
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
っ

て
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、

希
望
す
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
接
種
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
説
明
や
保
健
師
に
よ
る

健
康
確
認
を
行
う
な
ど
、
高
齢

行
満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま

す
。新

た
な
産
業
創
出
と

雇
用
の
確
保

北
部
地
区
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
北
部
地
区
空
き
家
流

動
化
モ
デ
ル
構
築
の
実
証
に
取

り
組
み
、
空
き
家
活
用
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
に

供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
観
光
拠
点
施
設
の
基
本
設
計

や
実
施
設
計
を
進
め
、
拠
点
施

設
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

提
供
、
地
場
産
品
直
売
所
機
能

等
を
持
た
せ
、
各
種
産
業
の
活

性
化
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
・
医
療
の
充
実

特
定
健
診
及
び
国
保
保
健
事

環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

商
業
の
振
興

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
商

工
会
育
成
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
に
対
す
る
助
成

等
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
消
費

者
の
購
買
意
欲
向
上
に
よ
る

島
内
消
費
拡
大
を
図
り
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
の
振
興

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
港
の
玄
関
口
で
あ
る
亀
徳

新
港
の
観
光
案
内
所
の
強
化
に

努
め
る
ほ
か
、
修
学
旅
行
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
誘
客
推

進
を
図
り
、
観
光
産
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

観
光
施
設
等
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
久
浜
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
室
の
再
整
備
を
行

い
、
観
光
で
訪
れ
る
方
々
の
旅

者
が
よ
り
楽
し
く
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
活
動
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

島
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

基
本
計
画
の
推
進
や
目
標
の
達

成
に
向
け
て
、
徳
之
島
地
区
地

域
自
立
支
援
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
・

児
童
福
祉
の
充
実

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け

て
は
、
保
健
指
導
や
マ
タ
ニ

テ
ィ
ク
ラ
ス
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
医
療
・
保
育
・
福
祉
分
野

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
世
代

心
の
通
い
合
う

健
康
と
福
祉
の

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
安
全
安

心
な
生
活
が
調
和
す
る

環
境
社
会
づ
く
り
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に
基
づ
い
て
橋
梁
点
検
を
行

い
、
補
修
が
必
要
な
橋
梁
の
補

修
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。住

環
境
の
充
実

住
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
尾
母
６
団
地
の
建
替
、

港
ヶ
丘
団
地
３
棟
の
外
壁
改
修

工
事
を
実
施
し
、
良
好
な
住
環

境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。公

園
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
徳
和
瀬
総
合
運
動
公
園
の

施
設
改
修
及
び
設
備
の
更
新
を

実
施
し
て
お
り
、　

利
用
者
が

安
全
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
園
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
亀
津
浄
水
場
の
新
設
事
業

と
し
て
大
原
地
区
に
浄
水
場
を

設
置
、
亀
徳
地
区
の
配
水
管
布

は
、
警
察
署
や
防
犯
協
会
、
自

主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
犯

意
識
の
向
上
の
た
め
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
被
害
防
止
で
は
、
鹿

児
島
県
消
費
者
行
政
活
性
化
補

助
金
を
活
用
し
た
弁
護
士
相
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む

ほ
か
、
消
費
者
行
政
の
機
能
を

維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
交
通
網
の
整
備
・
充
実

亀
津
中
央
線
内
の
道
路
改
良

工
事
を
継
続
す
る
ほ
か
、
亀
津

19
号
線
の
道
路
拡
幅
工
事
の
た

め
の
用
地
買
収
や
建
物
補
償
、

ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業
を
活
用
し

た
通
学
路
や
生
活
道
路
等
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
計
画

ま
し
て
は
、
災
害
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
の
登
録
促
進
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
伝
達
手
段
の
充
実
や
強

化
、
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
の
た
め
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
を
図
り
、
情
報

連
絡
や
避
難
誘
導
、
救
出
等
が

行
え
る
地
域
住
人
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
育
成
と
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
安
全
意
識
を
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
交
通
安
全

教
室
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
体
制
の
充
実

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て

妊
・
去
勢
手
術
費
の
助
成
を
行

う
こ
と
で
、
犬
や
猫
の
繁
殖
を

抑
制
し
、
希
少
動
物
の
捕
食
防

止
や
衛
生
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

海
岸
漂
着
物
の
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
は
、
海
岸
漂
着
物
地

域
対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
た

海
洋
環
境
の
保
全
に
努
め
る
ほ

か
、
福
徳
岡
ノ
場
の
海
底
火
山

の
噴
火
に
よ
る
軽
石
の
早
期
回

収
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
推
進

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
テ
レ

ビ
や
エ
ア
コ
ン
等
の
４
品
目
、

自
動
車
の
廃
棄
時
に
発
生
す
る

海
上
輸
送
費
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高

め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
充
実

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
き

設
工
事
を
行
う
な
ど
、
安
全
な

生
活
用
水
の
安
定
供
給
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。下

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
水
道
整
備
に
よ
る
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
や
河
川
・

海
域
の
水
質
汚
濁
防
止
を
目
的

と
し
た
管
路
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

各
幼
稚
園
、
各
学
校
等
の
施

設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

寿
命
化
や
災
害
時
に
お
け
る
避

難
路
の
整
備
や
東
天
城
中
学
校

の
新
校
舎
建
築
に
向
け
た
諸
準

備
等
を
行
い
ま
す
。

教
育
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
新
し
い
時
代
の
教
育
を
推
進

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
、
人
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り

思
い
や
り
と
文
化
を

育
む
人
間
性
豊
か
な

ひ
と
づ
く
り
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令和４年度　徳之島町　施政方針

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

青
少
年
育
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」「
地
域
活
動
へ
の
参
加
」

「
ス
マ
ホ
等
の
使
用
」
の
３

項
目
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、

青
少
年
が
健
全
に
成
長
し
て

い
く
た
め
の
地
域
づ
く
り
を

地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
及
び
関
西
圏

で
の
大
手
企
業
や
行
政
へ
の

訪
問
や
職
場
体
験
を
行
う
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を

設
け
、
活
力
に
満
ち
た
人
材

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
学
４
年
生
以
上
を

対
象
に
劇
団
四
季
「
こ
こ
ろ

の
劇
場
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
で
実
施
し
た
ほ
か
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
文
化
芸
術

に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

総
合
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
課
と
社
会
教

育
課
が
連
携
し
て
学
校
運
営
協

議
会
や
地
域
学
校
協
働
活
動
に

つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。留

学
生
の
受
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
部
地
区
に
お
け
る
学

校
に
お
い
て
留
学
生
の
受
入
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
親
子
留
学
制
度
に
つ
い

て
の
検
討
を
進
め
小
規
模
校
の

課
題
解
決
と
校
区
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

家
庭
教
育
の
充
実

家
庭
教
育
の
推
進
に
向
け
て

は
、
家
庭
教
育
支
援
員
の
全
小

学
校
区
へ
の
配
置
を
目
指
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
達
の
成
長

を
支
え
る
地
域
学
校
協
働
活
動

を
推
進
し
、
地
域
と
連
携
し
た

学
び
の
機
会
や
家
庭
教
育
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
ま
す
。
特
に
、
北
部
地
域
の

４
校
で
は
、
県
内
外
の
教
育
機

関
と
連
携
し
た
遠
隔
教
育
「
徳

之
島
型
モ
デ
ル
」
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充

実
に
向
け
て
は
、
花
徳
小
学
校

に
お
い
て
大
島
地
区
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
研
究
指
定
公
開

を
行
う
ほ
か
、「
み
ら
い
創
り

ラ
ボ
」
井
之
川
に
お
い
て
、
小

学
生
及
び
中
学
生
を
対
象
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
実

施
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
の
育
成
に
向
け
た
支
援
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
士
村
塾
や
向
学
塾

等
に
お
い
て
は
、
学
力
向
上
試

験
、
漢
字
検
定
・
数
学
検
定
等

の
各
種
検
定
試
験
を
実
施
す
る

な
ど
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
学
習
環
境
の
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

幼
・
小
・
中
学
校
（
園
）
再

編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
中
一

貫
教
育
や
望
ま
し
い
教
育
環
境

を
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
規
講
座
の
開
講

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
た
広
報
活
動
を
行
い
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

形
で
、
町
民
の
生
涯
学
習
の

意
欲
向
上
を
図
り
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
育
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
不

具
合
等
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
屋
内
照
明
設
備
の
改

修
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
拠
点
施
設
と
し
て
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
合
宿
受
入
や
講

演
会
誘
致
事
業
等
を
積
極
的

に
行
い
、
多
種
多
様
な
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

郷
土
文
化
の
継
承
・
活
用

指
定
文
化
財
を
適
切
に
保

存
・
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
、

修
復
が
必
要
な
指
定
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
助
成
金
な
ど

を
活
用
し
て
修
復
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

郷
土
資
料
の
収
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
更
な
る
資
料
の
収

集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
体

験
学
習
講
座
や
企
画
展
を
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土

の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
く
よ
う
努
め

ま
す
。

町
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
史
編
さ
ん
事
業

の
集
大
成
と
な
る
『
通
史
編
』

を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
刊
行
し
た
『
自
然

編
』『
民
俗
編
』
及
び
今
年
度

刊
行
す
る
『
通
史
編
』
を
基

に
、
よ
り
普
及
に
適
し
た
「
簡

易
版
」
の
編
集
を
開
始
い
た

し
ま
す
。
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お
い
て
は
、
日
本
の
抱
え
る
少

子
高
齢
化
問
題
や
多
様
化
す

る
経
済
構
造
・
社
会
問
題
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

い
っ
た
国
際
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
正
確
な
情
報
を
基
に

冷
静
な
分
析
を
行
え
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
に
引
き
続
き
惜
し
み
な
い

支
援
を
続
け
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
考
え
、
自
発
的
な
行

動
に
移
せ
る
よ
う
意
識
改
革
を

推
し
進
め
て
い
く
覚
悟
で
す
。

町
の
長
と
し
て
柔
軟
な
対
応

と
大
胆
な
決
断
を
下
し
、
本
町

の
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

と
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組

み
、
税
務
課
と
収
納
対
策
課
の

統
合
、
新
た
に
「
お
も
て
な
し

観
光
課
」
を
設
置
し
、
行
政
組

織
運
営
の
効
率
化
と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
で
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
等
の
新
し
い
働
き
方

の
普
及
に
よ
り
、
都
心
か
ら
地

方
へ
の
人
口
流
出
が
加
速
し
て

お
り
、
穏
や
か
な
時
間
や
良
好

な
景
観
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

意
識
し
た
暮
ら
し
を
求
め
る
若

者
が
増
加
す
る
潮
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

島
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
自

然
と
文
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
は

島
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
出
来
事
を
子
ど
も
達

が
体
感
す
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
、関
係
人
口
や
交
流
人
口
、

移
住
者
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
私
が
兼
ね
て
よ
り
注

力
し
て
い
ま
す
人
材
の
教
育
に

申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
感

染
の
波
が
日
本
を
覆
っ
て
お

り
、
島
内
に
お
い
て
も
教
育
現

場
で
の
感
染
拡
大
な
ど
、
厳
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
社
会
に
お
い
て
も
孤

独
や
貧
困
を
生
み
出
さ
な
い
こ

と
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町

が
一
丸
と
な
り
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

さ
て
、令
和
３
年
７
月
26
日
、

私
た
ち
の
暮
ら
す
徳
之
島
が
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
島
の
宝
で
あ
っ
た
自
然

が
、
世
界
の
宝
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

豊
か
な
恵
み
を
生
み
出
す
自

然
環
境
を
つ
な
い
で
き
た
先
人

達
に
畏
敬
の
念
を
覚
え
る
と
と

も
に
、
自
然
と
の
共
存
の
中
で

誕
生
し
た
文
化
を
次
の
世
代
に

継
承
を
続
け
る
地
域
の
方
々
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機

税
の
公
平
公
正
な
賦
課
に
努
め

ま
す
。

徴
収
業
務
で
は
、
納
期
内
納

付
の
推
進
や
納
税
意
識
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
納
税
者
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
滞
納
処

分
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金
推

進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し

た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
続
け
、
地

域
に
活
力
を
も
た
ら
す
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
最
大
限
に
活
用

し
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の

拡
大
、
自
主
財
源
の
獲
得
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
と
の
闘
い
が
始
ま
り
早
２
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
関
係

者
や
町
民
の
皆
様
に
は
、
感
染

症
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
特
定
事
業
主

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
女
性

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

性
別
に
関
わ
り
な
く
全
て
の

人
々
が
、
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
指

針
と
し
て
、
第
２
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
を
な

す
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い
て

は
、
個
人
町
民
税
等
の
各
種
町

む
す
び
に

み
ん
な
が
主
役
、
協
働

で
展
開
す
る
結
い
の

ま
ち
づ
く
り

町マスコットキャラクター
『まぶーる君』
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について
住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

下記の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活
課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許
証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和４年４月 20 日（水）午後 1 時～４時、 ４月 21 日（木）午前 9 時～正午

●場所＝町役場１階会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金・船員保険等の年金制度全　
　　　　　　 般に関すること

使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

離島航空割引カードを使用される予定のある方は、カードの有効期限を必ずご確認ください。長
期休暇中や土・日・祝日は、カードの更新・発行などはできません。飛行機や船に搭乗する際にも、

カードの確認が必要です。有効期限が切れている場合は通常料金となりますので、ご確認のうえ更

新・再発行が必要な場合は手続きをしてください。

農林水産課　☎ 0997-82-1111（内線 244）

施設園芸農家を目指しませんか

農業研修生を募集します（緊急募集）
問

気象条件に左右されにくい施設園芸農家を育成し将来の担い手とするため、町の農業研修生を募

集します。園芸作物の基本的な栽培方法や管理作業等を学びます。お申込みや詳細な内容は、農林

水産課までお問い合わせください。

●対象者（募集定員は２名です）

・施設園芸志向者、新規就農者で、就農した際に農協部会に加入できる 45 歳までの方

・研修期間終了後、徳之島町で 5 年以上営農が実施できる方

●研修場所＝徳之島町農業研修施設内（徳之島町花徳 765 番地）

●研修期間＝ 2 年間　　●募集期間＝定員なり次第終了

徳之島町で新たに畜産業を始める際は、農家コードや名簿作成等の
手続きが必要です。事業等への申請にも必要となりますので、令和４
年４月 28 日（木）までに、農林水産課での手続きをお願いします。

ご不明な点は農林水産課畜産係までお問い合わせください。

～徳之島町で新しく畜産業を始める方へ～
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

18 歳以下の児童を監護されている保護者の方へ（離婚家庭等の方向け）

令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金（支援給付金）について

離婚等により新たに対象児童の養育者になっているにもかかわらず、既に支給が進んでいる「子
育て世帯臨時特別給付金」を受け取っていない方に対し、子育てを支援する目的で支給します。

支給には申請が必要です。介護福祉課で申請を行って下さい。詳しくは介護福祉課まで問い合わ
せください。

介護福祉課 児童福祉係　☎ 0997-82-1111（内線 133）問

●支給対象（①～③のいずれかに該当する方）

　①令和３年９月分の児童手当の受給者ではなかったが、令和４年３月分の児童手当の受給者
　　になった方

　②令和３年９月 30 日において高校生等を養育していなかったが、令和４年２月 28 日時点に
　　おいて高校生等を養育している方　

　③その他これらに準ずる方（DV 特例・施設特例等）

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1111（内線 135、136）

国民健康保険 学生用被保険者証の申請

マル学被保険者証の切り替えについて
問

「申告」はお済ですか？
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（令和３年１

月～令和３年 12 月）の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がさ
れていない場合は、保険税の軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられま
せん。お早めの申告をお願いします。また、令和４年１月２日以降に徳之島町に転入された
方の場合は、前年の所得金額が不明のため、前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判
明すれば保険税が変更されることがあります。

■持参するもの　①「在学証明書」　②住所の変更がある場合は「住民票のコピー」　③印鑑

町外の学校で修学する為に家族と
離れて暮らしている方の「学生用被
保険者証」が、３月末の有効期限と
なっております。次年度発行分 ( ４月
１日～７月末期限 ) につきましては、
従来通り申請交付となりますので、
下記書類等をご持参のうえ本庁又は
花徳支所窓口で申請してください。

また、８月以降の被保険者証につい
ては今回申請された方に限り、全世

帯一斉更新 ( ７月中旬予定 ) の際に送らせていただきます。なお、すでに卒業されている場合は、
国民健康保険係への届出が必要となりますので、ご注意ください。



– 11 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

変更後の金額をご確認ください

後期高齢者医療保険料率が変わります

後期高齢者医療では、被保険者の

皆様の医療費の動向などを踏まえ、2

年ごとに保険料率の見直しをするこ

とになっています。

令和４・５年度の保険料率を、右

表のとおり改定いたします。

鹿児島県後期高齢者医療広域連合　☎ 099-206-1329　　健康増進課　☎ 0997-82-1111（内線 135）問

＜後期高齢者医療保険料率の改定内容＞

内 訳 変更前（令和 2・3 年度） 変更後（令和 4・5 年度）

均 等 割 額（ ※ ） 55,100 円 56,900 円

所 得 割 率 10.38% 10.88%

年間負担限度額 64 万円 66 万円

対象の方は申請を

固定資産税の減免について

家屋が火災等の災害及び台風等の自然災害で被害にあった場合や、生活保護を受けている場合な
ど、申請に基づいて固定資産税が減免されることがあります。減免を希望される方は、税務課また
は花徳支所で申請を行ってください。
申請の期限が各納期限の 7日前までのため、期限を過ぎて申請した場合、その納期分については
減免が適用されませんのでご注意ください。

※減免の期間は申請年度の課税分のみのため、毎年手続きが必要です。
※生活保護の受給者で減免を受けようとする方は、固定資産税の各納期限の 7 日前までに必ず申
　請してください。申請の際は窓口にある申請書のほか、生活保護受給証明書の添付が必要です。
※諸事情等により期間中に窓口での手続が困難な方は、税務課または花徳支所へご連絡ください。

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 142、143）　花徳支所　☎ 0997-84-0048問

令和４年５月 24 日までに申請を

軽自動車税の減免について

身体障害者手帳、戦傷者手帳、療育手帳、精神障害者手帳をお持ちの方は、申請に基づき軽自動車
税が減免される場合があります。減免を希望する方は、令和４年度の納付書が届いた後、納付期限の
7日前までに必ず申請してください。令和４年度の軽自動車税の減免申請受付期限は、令和４年5月
24日までです。期限を過ぎた後は減免申請が受け付けられません、あらかじめご了承ください。

●手続きに必要なもの
　①当初軽自動車税通知書（4 月下旬ごろ発送予定）　　②障害者手帳　各種（原本）

　③運転免許証　　④車検証（車検年月日が期限切れでないもの、原本）

　⑤印鑑（認め可）　　⑥減免申請書（減免申請書は役場税務課、又は花徳支所にあります。）

※減免できる台数は一台に限ります。

※普通自動車税を減免申請している方は軽自動車税の減免はできません。

※令和４年 5 月 24 日の期限を過ぎての申請はできません。

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 142、143）　花徳支所　☎ 0997-84-0048問

（※）世帯の所得等に応じて軽減措置があります。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

便利な口座振替をご利用ください

町税の口座振替について
税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 172、173）問

徳之島町では各種税金・使用料の口座振替をお勧めしております。これは、あなたが指定した金
融機関の預貯金口座から自動的に振替えて納付する制度です。一度お申込みいただきますと、翌年
度以降は自動的に更新されますので、ぜひご利用ください。（振込手数料はかかりません。）

●必要な物
　口座振替依頼書（収納対策課または各金融機関にあります）、預貯金の通帳、届出印

●取り扱い金融機関
・鹿児島銀行　・奄美大島信用金庫　・奄美信用組合
・九州労働金庫　・あまみ農業協同組合　・ゆうちょ銀行

※島外の方で、口座振替を申請される方は収納対策課までご連絡ください。口座振替依頼書を郵送

いたします。（※上記金融機関のみご利用可能です。）

●振替日
・町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）
	 納付月の 25日（ゆうちょ銀行）
	 納付月の 28日（ゆうちょ銀行以外の金融機関）

※振替日が、土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。残高不足等による口座振替が
　できなかった場合、再引落し出来ません。その場合は督促状が発送されますので、引落し前日
　までに残高の確認をお願いします。
※口座振替の手続きには、納期限のおおむね２カ月前までにお願いします。（申込み時期によって
　は、次回納付分からの振替となる場合があります。）

前年度（令和３年度）から継続して特別徴収（年金天引き）の対象となる方へ

国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料について

前年度（令和３年度）から継続して特別徴収（年金天引き）の対象となる方へ、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料についてのお知らせです。

※令和４年の４月・６月・８月の特別徴収（仮徴収分）は、令和４年２月に年金天引きされた特
別徴収額と同額となります。

※仮徴収（４月・６月・８月）と本徴収（10 月・12 月・２月）の差が大きくならないようにす
るために、６月・８月の保険税（料）を調整する場合があります。対象となる方には通知書を
郵送しますのでご確認ください。

※ 6 月に保険税（料）を本算定し、国民健康保険税、介護保険料の通知書を郵送します。
※後期高齢者医療保険料の通知書は７月に郵送します。

税務課　☎ 0997-82-1111（内線 143）問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

令和４年４月 28 日（木）までにご連絡ください

令和４年度徳之島町合同金婚式の対象者調べについて

介護福祉課　☎ 0997-82-1111（内線 131）問

昭和 47 年にご結婚されたご夫婦を対象に、令和４年度合同金婚式の開催を予定

しています。対象になっている方は、合同金婚式への参加の有無に関わらず、令

和４年４月 28 日（木）までに、介護福祉課かお住まいの地域の区長、または地区

高齢者クラブ会長へご連絡ください。

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては直前に中止となる場

合があります。あらかじめご了承下さい。

●金婚式対象者＝昭和 47 年に結婚したご夫婦

●開催予定期日＝令和４年５月 25 日（水）

事故などで国民健康保険を使ったら届出が必要です

第三者行為（交通事故など）の届出について
健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 134）問

交通事故など、第三者から傷病を受けた場合は、相手方が医療費を負担すべきものです。しかし、

速やかに負担してくれないなどのやむを得ない場合は、国民健康保険でお医者さんにかかることが

できます。その際には必ず健康増進課国民健康保険係に連絡し、「第三者行為による傷病届」を提

出してください。

また、加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると国民健康保険が使えなくなる

場合があります。必ず示談の前に健康増進課国保係に連絡をお願いします。

①第三者行為による傷病届　②交通事故証明書　③事故発生状況報告書　④念書（被害者）

⑤誓約書（加害者）　⑥示談書（示談が成立している場合のみ）

●「第三者行為による傷病」とは？

　交通事故など第三者（本人以外の他人）の行為によって被ったケガや病気のことで、交通事故以

外にも、「けんか」や「他人の飼っている犬に咬まれた」場合などが、第三者行為にあたります。

●なぜ届け出が必要なの？

交通事故など第三者行為によって負傷した場合、本来その治療費は、相手方が過失割合に応じて

負担すべきものです。第三者行為による負傷でも、国民健康保険を使って治療を受けることができ

ますが、この場合、相手方が負担すべき治療費を保険者（徳之島町）がいったん立て替えます。そ

して、後から、立て替えた治療費（医療費）を相手方に請求することになります。

請求の際には相手が誰なのか、事故はどのような状況で起きたのか等を詳しく知る必要がありま

すので、国民健康保険を使った方からの届け出が義務付けられています。

【届け出に必要な書類】※届け出の様式は、健康増進課にあります。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 4 月号

従来通り 20 歳で式典を実施します

令和 4 年度以降の成人式について

令和 4年 4月 1日から民法の定める成人年齢が 18歳に引き下げられることになりました。徳
之島町として令和4年度以降に実施する成人式つきましては、従来通り当該年度に20歳を迎える
方を対象として、名称は「二十歳のつどい」に変更し、令和５年1月 2日に実施を予定しています。

※令和 4 年度（令和 5 年 1 月 2 日開催予定）の二十歳のつどいの対象者は、平成 14 年 4 月 2 日
～平成 15 年 4 月 1 日に生まれた方となります。対象者には、10 月頃に保護者宛に案内状の送
付を予定しています。

社会教育課　☎ 0997-82-2904問

休館日や資料調査依頼等

郷土資料館からのお知らせとお願い
徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　

【入館料】無料

～休館日等のお知らせ～

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調べ
になりたい方は郷土資料館までご連絡ください。
○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署又は鹿児島県教育庁文化財課 ( ☎ 099-286-5255) へご相談ください。
○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物など
を作ったり、調査研究や映像の撮影などを行う場合は、文化財保護法および県文化財保護条
例により事前に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場
合は、事前に県文化財課又は徳之島町郷土資料館までご確認ください。
○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

休
館
日

４月 ４日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）

５月 ２日（月）、９日（月）、16 日（月）、23 日（月）、30 日（月）

６月 ６日（月）、13 日（月）、20 日（月）、27 日（月）

※台風接近や島内の新型コロナウィルスの感染状況によっては、臨時休館となる場合があります。

監視カメラの設置等で対策を強化しています

ごみの不法投棄は厳格に対処します

住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

川や山林、空き地など、町内各地で心無いごみの不法投棄
が多く発見されています。不法投棄は法律で罰せられる犯罪
です。町や警察への情報提供により行為者が特定された事例
もありますので、不法投棄を発見したら、速やかに最寄りの
警察署か住民生活課へご連絡ください。不法投棄の絶えない亀津丹向川
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情報掲示板
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
の
お
知
ら
せ

精
神
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
が
い
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
の

生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
や
３
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方
は
、
支
給
の
対
象
外
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
の
７
月
ま
で
を
一
つ
の
期
間
と
し

て
支
給
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
の

方
）

　

月
額
２
万
７
３
０
０
円

　
（
令
和
４
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
以
上
の

方
）

　

月
額
１
万
４
８
５
０
円

　
（
令
和
４
年
４
月
改
定
）

詳
し
く
は
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県
徳
之

島
事
務
所
福
祉
課　

☎
０
９
９
７
―

８
２
―
０
２
３
３

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る

た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
柔
軟
で
取
得
し
や
す

い
育
児
休
業
制
度
に
変
わ
る
ほ
か
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
な
ど
に
事
業
主
が
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点
】

●
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
雇
用

環
境
整
備

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
・
生
ま
れ
た

労
働
者
へ
の
個
別
の
周
知
と
意
向

確
認

●
有
期
雇
用
労
働
者
の
要
件
緩
和

【
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点
】

●
産
後
パ
パ
育
休
の
創
設

●
育
児
休
業
の
分
割
所
得
、
１
歳
以

降
の
育
児
休
業
開
始
日
の
柔
軟
化

【
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点
】

●
育
児
休
業
取
得
率
の
公
表
（
※
常

時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
千
人
を

超
え
る
企
業
の
み
）

就
業
規
則
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環

境
均
等
室
ま
で
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室　

☎
０
９
９
―

２
２
３
―
８
２
３
９

な
台
地
の
上
に
あ
る
畑
や
、
海
岸
沿
い

の
砂
丘
地
、
崖
沿
い
の
場
所
へ
行
き
、

昔
の
人
が
使
っ
た
土
器
や
陶
磁
器
、
石

器
な
ど
の
道
具
の
破
片
が
落
ち
て
い
な

い
か
、
構
造
物
が
地
表
面
に
な
い
か
を

調
べ
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
な

ぜ「
土
器
や
陶
磁
器
、石
器
な
ど
が
あ
る
」

と
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
等
で
学
ぶ
考
古
学
で
は
、
土
器

や
陶
磁
器
、
石
器
な
ど
の
見
分
け
方
や
、

時
代
・
年
代
を
特
定
す
る
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。（
中
に
は
独
学
で
学
ぶ
人

も
い
ま
す
。）
ま
た
、
遺
跡
の
発
掘
調
査

に
携
わ
る
人
の
多
く
は
、
様
々
な
文
献

や
資
料
を
調
べ
、
詳
し
い
人
か
ら
話
を

聞
い
て
学
び
、
年
代
を
特
定
し
た
り
新

た
な
発
見
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

分
布
調
査
に
よ
り
特
定
の
場
所
で
土

器
や
陶
磁
器
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

地
図
に
そ
の
範
囲
を
示
し
、場
合
に
よ
っ

て
は
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
国
に
報
告
し

ま
す
。
そ
う
し
て
、
文
化
財
を
守
る
法

律
で
遺
跡
を
保
護
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。（
郷
土
資
料
館　

大
屋
匡
史)

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

　
「
○
○
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

今
か
ら
約
○
年
前
の
生
活
の
跡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
場
所
が
発
掘
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
城
の
跡
や
寺
院
、
陶
磁
器
や
瓦
を

生
産
す
る
窯
跡
な
ど
は
、
文
字
の
記
録

や
構
造
物
の
跡
で
遺
跡
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
貝
塚
や
集
落
跡
、
墓
、
水
田
、
畑
な

ど
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
分
布

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　

分
布
調
査
で
は
、
遺
跡
の
あ
り
そ
う

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

～
遺
跡
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
発
見
さ
れ
る
の
か
～

分布調査の様子 ( 山漁港海岸 )
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世界自然遺産の島

アマミノクロウサギの交通事故ゼロを目指して

ストップ！ロードキル

アマミノクロウサギ
交通事故件数

件２
（2022 年 1月～）

～ Safe Drivung For Wildlife ～

（徳之島内）

※ 2021 年：合計 17 件

世界中でも徳之島と奄美大島のみに暮らすアマミノクロウサギ。近年、アマミノクロウサギの交通事故は

増加傾向にあり、2020 年の交通事故による滅失件数は 17 件となり過去 2番目の件数を記録しました。

アマミノクロウサギは夜行性で、道路等の広い場所を好んでフンを

行う習性があることから、夜間にスピードを出しすぎた車両との接触

による死亡事故が後を絶ちません。

アマミノクロウサギの生息域周辺には、注意喚起を行う看板や反射

板、路面標示を行っていますので、夜間に車を運転する際はご注意く

ださい。徳之島に 200 頭しかいない世界の宝“アマミノクロウサギ”

を守る取組みへのご協力をお願いします。

おもてなし観光課 　☎ 0997-82-1111問

学
校
安
全
に
関
す
る
優
れ
た
取
組
み
に
よ

り
、
東
天
城
中
学
校
が
県
教
育
委
員
会
か
ら

学
校
安
全
優
良
学
校
に
認
定
、
県
学
校
保
健

会
か
ら
も
学
校
安
全
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

東
天
城
中
学
校
で
は
令
和
２
～
３
年
度
に

文
部
科
学
省
の
「
学
校
安
全
総
合
支
援
事
業
」

の
委
託
を
受
け
、
特
に
津
波
防
災
に
対
し
て

訓
練
や
専
門
家
の
講
義
、
先
進
地
視
察
等
に

取
組
み
、
実
践
研
究
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り
　

  

学
校
教
育
課

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
１
３
０
８

問

令
和
３
年
度
「
体
力
ア
ッ
プ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」

亀
津
中
が
学
校
賞
を
受
賞

「クロウサギここにいるよ」看板児童が制作した啓発看板

ガードレールに設置している啓発マグネット

鹿
児
島
県
が
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上
等
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
「
体
力
ア
ッ
プ
！
チ
ャ

レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
で
、
亀
津
中
学
校
が
学
校

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
中
学
校
の
学
校
賞
受
賞

は
県
内
で
は
５
校
。
亀
津
中
は
、
全
学
年
で
馬

跳
び
種
目
に
取
組
み
、
３
年
１
組
の
１
位
入
賞

を
は
じ
め
、
全
ク
ラ
ス
が
４
位
以
内
に
入
る
快

挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
馬
跳
び
種
目
の
亀
津
中

全
ク
ラ
ス
県
内
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
１

年
１
組
・
２
組
：
３
位
（
同
記
録
）
▽
２
年
１
組
：

２
位
▽
２
年
２
組
：
３
位
▽
３
年
１
組
：
１
位

▽
３
年
２
組
・
３
組
（
同
記
録
）：
４
位
〉

東
天
城
中
学
校
が
令
和
３
年
度

県
学
校
安
全
優
良
学
校
に
認
定



– 18 –広報 徳之島 2022 年 4 月号

『君の顔では泣けない』

君嶋 彼方／著〔小説〕

高校一年生の時に入れ替わった男
女。理由もよく分からず元に戻れ
ないまま 15 年。いつ戻ってもいい
ようにと他人の人生を生きる孤独
と不安。自分の家族が他人になり、
友達にも話せない秘密を抱えなが

ら生きてきた。だが、孤独だけれど一人ではなかったと、
気付かせてくれる作品。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

☆職員おすすめ本☆　    

『名前だけでもおぼえてください 』

風 カオル／著〔小説〕

売れないお笑い芸人・保美と孤独
な老人・賢造。年の差 43 歳のコン
ビが漫才デビューした。常識外れ
な賢造のボケと保美のツッコミが
高齢化社会も生きづらさも吹っ飛
ばす ! 笑いと涙の芸人小説。

『一期一会の人びと』

五木 寛之／著〔一般書〕

一瞬の出会いだからこそ色褪せぬ
記憶もある -。森瑤子、フランソワー
ズ・サガン、川端康成、ミック・ジャ
ガー、太地喜和子…。五木寛之が
19 人のレジェンドとの思い出を綴
る。

『ビーカーくんがゆく ! 工場・博物
館・実験施設』

うえたに夫婦／著〔一般書〕

ビーカーやリトマス紙、ろうと、
温度計、上皿天秤など、おなじみ
の実験器具の工場や、科学にまつ
わる博物館や実験施設をビーカー
くんが訪ねて、たのしくレポート
する。『子供の科学』連載を書籍化。

『ダンボール』

ユン ヨリム／文、イ ミョンハ／絵、
わたなべ なおこ／訳〔絵本〕

宅配便に使われるダンボール。受
け取った人は、荷物を取り出すと、
窓からダンボールをポイッと捨て
る。うず高く積まれたダンボール
たちは、やがて世界を飲み込み…。
環境を考えるお話。ワイドページ
あり。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示４月
・ 職員 「推し」 の本

・ 徳之島ガイド

・ 奄美絵本　

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

お知らせ
○定例おはなし会

　あかちゃんおはなし会　4/3（日）午後 2時 30分～

　毎月のおはなし会　4/9（土）　午後 2時 30分～

○イベント

　子ども読書の日おはなし会　

　【日時】 4/23（土）午後２時～午後３時 30分

　【場所】 町生涯学習センター２階ホール

　【内容】 パネルシアター、 エプロンシアター等

	 　　親子で工作

　本のリサイクル市　4/22（金）～ 5/5（木）
　　【場所】 町生涯学習センター１階ロビー

　【内容】 古本 ・ 寄贈本 ・ ＣＤ ・ 雑誌等のリサイクル市

《4月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ９日（土）　、 26日（火）
　【花徳支所】 ８日（金）、24日（日）
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徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

町立保育所・幼稚園の年長さん、むし歯ゼロ達成！

　町立保育所・幼稚園での歯科健診で、61 人の年長さんたちがむし歯０( ゼロ ) を達成
しました。これからも「8020（※ 80 歳で 20 本以上の歯を保つ）」を目指してがんばっ
てください！

笑顔もピカピカ、 歯もピカピカ、 ４月からはピカピカの一年生！

むし歯０

おめでとう！

歯っぴぃレンジャー

・
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

・
母
乳
育
児
に
つ
い
て

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

（前
編
）

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
４
月
21
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

《
妊
娠
前
期
～
中
期
（
妊
娠
27
週
頃
）
の
心
構
え
》

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

井之川へき地保育所 花 徳 幼 稚 園

亀 津 幼 稚 園 う め 組

亀 津 幼 稚 園 ま つ 組 亀 徳 幼 稚 園

母 間 保 育 所母間保育所

【
日
に
ち
】
４
月
18
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
正
午

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す
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◇
２
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に
掲
載

可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

兼
田
　
宗
久
　
87
　
母
　
間

平
田
ナ
ツ
エ
　
87
　
亀
　
津

田
畑
エ
イ
子
　
75
　
亀
　
津

仲
　
　
ト
シ
　
90
　
尾
　
母

芝
　
　
重
則
　
92
　
花
　
徳

崎
島
　
治
江
　
74
　
亀
　
津

直
島
　
武
雄
　
84
　
花
　
徳

池
畑
　
新
一
　
81
　
母
　
間

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

石
黒
　

と

う

か

桐
香
（
浩
　
太

朋
　
香
） 

亀
　
津

玉
城
　

は

つ

き

初
季
（
　
充
　

晶
　
美
） 

　
山
　

坂
　
　

こ

う

わ

昊
和
（
健
　
太

夢
　
華
） 

亀
　
津

富
　
　

は
ち
す
　

蓮
　
（
義
　
信

美
智
代
） 

尾
　
母

山
本
　

い

ぶ

き

一
颯
（
孝
　
志

和
華
子
） 

亀
　
徳

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,991 人

 男 4,913 人

 女 5,078 人

世帯数 4,692 戸

　

（-6）

（+1）

（-7）

（-4）

（括弧内は先月との比較）

令和４年３月１日現在

戸
籍
の
窓

豊
田
　
寛
人
＝
　
亀
　
津

眞
形
　
姫
翠
＝
　
亀
　
徳

※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

※

２
０
２
２
年
３
月
号
掲
載
の
戸
籍
の
窓

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
お
名

前
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 ※

防災行政無線の内容をMBCデータ放送・twitter 等で発信しています
 徳之島町では、 町が放送する防災行政無線の内容を、 以下の方法で発信しています。 ご不明な点は総務課ま

でお問い合わせください。

総務課　☎ 0997-82-1111（内線 215）問

・ MBC 南日本放送テレビのデータ放送 ： ①チャンネルを MBC に合わせ、 リモコンの 「ｄ」 ボタンを押します。

② 「徳之島町からのお知らせ」 を選択し、 決定ボタンを押します。

・ 徳之島町公式 twitter ： 町公式 twitter にアクセスしてください。 （「徳之島町 ツイッター」 で検索）

・ 徳之島町防災情報メール ： 町公式ウェブサイト （ホーム＞防災 ・ 防犯＞防災＞徳之島町防災情報メール） か

らご登録ください。

【iOS】 【Ａｎｄｒｏｉｄ】

①スマホやタブレットでＱＲコードを読み込み、 アプリ　「マ

チイロ」　（iOS、 Ａｎｄｒｏｉｄ対応） をインストール

② 「お住まいの地域」 で 「鹿児島県徳之島町」 を登録

左のＱＲコードからダウンロードしてご利用いただけます。

企画課 ☎ 0997-82-1111（内線 222）問

アプリで 「広報 徳之島」 を読みませんか？

（1）観光に関する事項
（2）産業の振興、商業及び鉱工業に関する事項
（3）自然公園に関する事項
（4）世界自然遺産に関する事項

令和４年度から観光おもてなし課を新設し、収納対策課を税務課と統合します。

「おもてなし観光課」の業務 「税務課」の業務
（1）町税及び国民健康保険税の賦課に関する事項
（2）その他税に関する事項
（3）税の滞納処分に関する事項
（4）町税及び国民健康保険税の徴収に関する事項


